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『
淮
南
萬
畢
術
』
拾
遺
（
七
）

有
馬

卓
也

『
淮
南
子
』（
第
四
六
集
の
続
き
）

10［

］
34【

原
文
】

猩
猩
知
往
而
不
知
來
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

猩
猩
［
①
］

は
往
を
知
る
も
来
を
知
ら
ず
。

【
注
】

①

高
誘
注
に
従
っ
て
人
面
獣
身
の
獣
の
名
と
し
て
お
く
。
狌
狌
に
同
じ
。
『
論

衡
』
是
応
は
「
狌
狌
は
往
を
知
り
、
乾
鵲
は
来
を
知
る
」
に
作
る
。

【
現
代
語
訳
】

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
は
過
去
の
こ
と
は
知
る
が
、
未
来
の
こ
と
は
知
ら
な
い
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
猩
猩
は
、
北
方
の
獣
の
名
、
人
面
獣
身
に
し
て
、
黄
色
な
り
。

『
礼
記
』（
曲
礼
上
）
に
曰
く
「
猩
猩
は
能
く
言
へ
ど
も
、
走
獣
を
離
れ
ず
」

と
。
人
の
狂
走
す
る
を
見
れ
ば
、
則
ち
人
の
姓
字
を
知
る
。
此
れ
往
を
知
る

な
り
。
又

酒
を
嗜
み
、
人

酒
を
以
て
之
を
搏
る
。
飲
み
て
息
む
に
耐
へ
ず
、

と

当
に
酔
ふ
べ
き
を
知
ら
ず
、
以
て
其
の
身
を
禽
と
せ
ら
る
。
故
に
「
来
を
知

と
り
こ

ら
ず
」
と
曰
ふ
な
り
」
と
あ
る
。

○

『
萬
畢
』
（

）
に
「
歸
終
知
來
、
猩
猩
知
往
。
（
帰
終
は
来
を
知
り
、
猩

47

猩
は
往
を
知
る
）
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
35【

原
文
】

乾
鵠
知
來
而
不
知
往
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

乾
鵠
［
①
］

は
来
を
知
る
も
往
を
知
ら
ず

【
注
】

①

カ
サ
サ
ギ
。

【
現
代
語
訳
】

カ
サ
サ
ギ
は
未
来
の
こ
と
は
知
る
が
、
過
去
の
こ
と
は
知
ら
な
い
。

『淮南萬畢術』拾遺（七）（有馬）
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【
補
】

○

高
誘
注
に
「
乾
鵠
は
鵲
な
り
。
人

将
に
来
事
に
憂
喜
の
徴
あ
ら
ん
と
す
れ

ば
、
則
ち
鳴
く
。
此
れ
来
を
知
る
な
り
。
歳
の
多
風
な
る
を
知
り
、
多
く
木

の
枝
に
巣
づ
く
る
。
人
皆
其
の
卵
を
探
る
。
故
に
「
往
を
知
ら
ず
」
と
曰
ふ

な
り
。
…
…
」
と
あ
る
。

〇

『
萬
畢
』
（

）
に
は
「
歸
終
知
來
、
猩
猩
知
往
。
（
歸
終
は
来
を
知
り
、

47

猩
猩
は
往
を
知
る
）
」
と
あ
り
、
「
乾
鵠
」
を
「
歸
終
」
に
作
る
。
「
歸
終
」

は
注
に
「
神
獣
な
り
」
と
す
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
36【

原
文
】

老
槐
生
火
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

老
槐
は
火
を
生
ず
。

【
現
代
語
訳
】

槐
の
老
木
が
火
を
生
じ
る
。

【
補
】

○

槐
が
「
木
＋
鬼
」
と
い
う
構
造
の
文
字
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
生

じ
る
火
は
鬼
火
（
燐
）
に
近
い
も
の
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
な
け
れ

ば
、
と
り
た
て
て
槐
の
老
木
で
あ
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

○

『
萬
畢
』
（

）
に
「
老
槐
生
火
（
老
槐
は
火
を
生
ず
）
」
と
あ
る
。

88

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
37【

原
文
】

久
血
爲
燐
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

久
血
［
①
］

は
燐
［
②
］

と
為
る
。

【
注
】

①

戦
死
し
た
兵
士
の
血
。

②

鬼
火
。
人
魂
。

【
現
代
語
訳
】

戦
死
し
た
兵
士
の
血
は
鬼
火
と
な
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
血
精
は
地
に
在
り
て
、
暴
露
す
る
こ
と
百
日
な
れ
ば
、
則
ち
燐

と
為
る
。
遙
望
す
れ
ば
炯
炯
と
し
て
燃
火
の
ご
と
き
な
り
」
と
。

○

『
詩
』
豳
風
・
東
山
の
正
義
に
本
条
を
引
き
、
「
許
慎
云
」
と
し
て
「
兵
死

の
血
は
鬼
火
と
為
る
と
謂
ふ
」
と
あ
る
。

○

張
華
『
博
物
志
』
雑
説
に
「
闘
戦
し
て
死
亡
す
る
の
地
、
其
の
人
馬
の
血
は

年
を
積
み
て
化
し
て
燐
と
為
る
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
38【

原
文
】

山
出
梟
陽
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

山
は
梟
陽
［
①
］

を
出
す
。
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【
注
】

①

高
誘
注
に
従
っ
て
山
の
精
と
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

山
に
は
梟
陽
が
現
れ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
梟
陽
は
山
精
な
り
。
人
形
に
し
て
長
大
、
面
は
黒
色
、
身
に
毛

あ
り
、
足
は
踵
を
反
す
。
人
を
見
て
笑
ふ
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
39【

原
文
】

水
生
罔
象
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

水
に
罔
象
［
①
］

を
生
じ
ず
。

【
注
】

①

水
中
の
妖
怪
、
或
い
は
水
神
の
名
。
本
拾
遺
（
四
）（
東
洋
古
典
学
研
究
第44

集
、

2017

）

の
『
得
富
貴
方
』
の
［
２
］
の
注
②
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
現
代
語
訳
】

水
中
に
罔
象
が
現
れ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
水
の
精
な
り
。『
国
語
』（
魯
語
下
）
に
曰
く
「
龍
・
网
象
な
り
」

と
あ
る
。

○

『
国
語
』
魯
語
に
「
木
石
の
怪
を
亡
訣
膵
と
曰
ひ
、
水
の
精
を
龍
网
象
と
曰

ふ
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
40【

原
文
】

木
生
畢
方
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

木
に
畢
方
［
①
］

を
生
ず
。

【
注
】

①

鳥
の
姿
を
し
た
木
の
精
霊
。
『
韓
非
子
』
十
過
篇
・
『
山
海
経
』
西
山
経
に

も
見
え
る
。

【
現
代
語
訳
】

木
の
中
に
畢
方
が
現
れ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
木
の
精
な
り
。
状
は
鳥
の
如
し
。
青
色
、
赤
脚
、
一
足
。
五
穀

を
食
は
ず
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
41【

原
文
】

井
生
墳
羊
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

井
に
墳
羊
［
①
］

を
生
ず
。

【
注
】

①

土
の
精
霊
。

『淮南萬畢術』拾遺（七）（有馬）
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【
現
代
語
訳
】

井
戸
に
墳
羊
が
現
れ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
土
の
精
な
り
。
魯
の
季
子
、
井
を
穿
ち
て
土
缶
を
獲
。
其
の
中

に
羊
あ
り
。
是
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
漢
書
』
五
行
志
・
中
之
下
の
「
視
」

に
羊
禍
の
記
述
が
あ
り
、
魯
の
定
公
の
時
に
季
桓
子
が
井
戸
か
ら
羊
の
よ
う

な
も
の
が
入
っ
た
土
製
の
甕
を
出
し
た
一
件
を
載
せ
て
い
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
42【

原
文
】

饗
大
高
者
、
而
烟
爲
上
牲
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

大
高
［
①
］

を
饗
す
る
者
は
、
烟
を
上
牲
と
為
す
。

【
注
】

①

こ
こ
で
は
先
祖
の
意
に
解
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

先
祖
を
祀
る
場
合
は
、
豚
を
上
等
の
犠
牲
と
す
る
。

【
補
】

○

本
文
は
以
下
に
「
夫
れ
大
高
を
饗
す
る
に
、
烟
を
上
牲
と
為
す
と
は
、
烟
の

能
く
野
獣
・
麋
鹿
よ
り
賢
な
る
に
非
ざ
る
な
り
。
而
る
に
神
明
独
り
之
の
み

を
饗
く
る
は
何
ぞ
や
。
以
為
ら
く
、
烟
は
家
人
の
常
に
畜
ふ
所
に
し
て
、
得

う

易
き
の
物
な
れ
ば
な
り
。
故
に
其
の
便
な
る
に
因
り
て
以
て
之
を
尊
ぶ
」
と

解
説
す
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
43【

原
文
】

葬
死
人
者
、
裘
不
可
以
蔵
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

死
人
を
葬
る
者
は
、
裘
［
①
］

も
て
以
て
藏
す
べ
か
ら
ず
。

【
注
】

①

皮
の
衣
。

【
現
代
語
訳
】

死
者
を
葬
る
場
合
は
、
皮
の
衣
を
用
い
て
副
葬
し
て
は
な
ら
な
い
。

【
補
】

○

本
文
は
以
下
に
「
裘

以
て
藏
す
べ
か
ら
ず
と
は
、
能
く
翹
綿
・
曼
帛
を
具

へ
て
身
に
温
煖
な
る
に
非
ざ
る
な
り
。
世

以
為
ら
く
、
裘
は
得
難
く
貴
賈
の

物
に
し
て
、
後
世
に
伝
ふ
べ
く
、
死
に
益
な
く
し
て
、
以
て
生
を
養
ふ
に
足

る
が
故
に
、
其
の
資
に
因
り
て
以
て
之
を
噺
む
」
と
解
説
す
る
。

い

○

禁
忌
系
で
あ
る
。

［

］
44【

原
文
】

相
戯
以
刃
者
、
太
祖
瓧
其
肘
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

相
戯
る
る
に
刃
を
以
て
す
る
者
は
、
太
祖
［
①
］

其
の
肘
を
瓧
す
［
②
］
。

【
注
】
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①

そ
の
家
の
始
祖
。

②

押
し
返
す
。

【
現
代
語
訳
】

刃
物
を
使
っ
て
遊
ぶ
者
は
、
そ
の
家
の
始
祖
が
そ
の
者
の
肘
を
押
し
返
す
。

【
補
】

○

本
文
は
以
下
に
「
相
戯
る
る
に
刃
を
以
て
す
れ
ば
、
太
祖

其
の
肘
を
瓧
す

と
は
、
夫
れ
刃
を
以
て
相
戯
る
れ
ば
、
必
ず
過
失
を
為
し
、
過
失
し
て
相
傷

つ
く
れ
ば
、
其
の
患
必
ず
大
な
り
。
血
を
渉
る
の
仇
争
・
忿
闘
な
く
し
て
、

小
事
を
以
て
自
ら
刑
戮
に
内
る
る
は
、
愚
者
の
忌
む
を
知
ら
ざ
る
所
な
り
。

い

故
に
太
祖
に
因
り
て
以
て
其
の
心
を
累
れ
し
む
る
な
り
」
と
解
説
す
る
。

お
そ

○

呪
術
系
で
あ
る
。

［

］
45【

原
文
】

枕
戸
橉
而
臥
者
、
鬼
神
蹠
其
首
。
（
氾
論
訓
）

【
書
き
下
し
】

戸
潼
［
①
］

を
枕
に
し
て
臥
す
る
者
は
、
鬼
神

其
の
首
を
蹠
む
。

ふ

【
注
】

①

戸
口
の
敷
居
。

【
現
代
語
訳
】

戸
口
の
敷
居
を
枕
に
し
て
眠
る
者
は
、
鬼
神
が
そ
の
者
の
頭
を
踏
み
つ
け
る
。

【
補
】

○

本
文
は
以
下
に
「
戸
潼
を
枕
に
し
て
臥
せ
ば
、
鬼
神

其
の
首
を
履
む
と
は
、

鬼
神
を
し
て
能
く
玄
化
せ
し
め
ば
、
則
ち
戸
牖
を
待
た
ず
し
て
行
き
、
若
し

虚
に
循
ひ
て
出
入
せ
ば
、
則
ち
亦
能
く
履
む
こ
と
な
き
な
り
。
夫
の
戸
牖
は
、

風
気
の
従
り
て
往
来
す
る
所
に
し
て
、
風
気
は
陰
陽
の
相
江
な
る
者
な
り
。
離あ

ふ
者
は
必
ず
病
む
。
故
に
鬼
神
に
託
し
て
以
て
之
を
伸
誡
す
る
な
り
」
と
解

説
す
る
。

○

『
太
平
御
覽
』
巻
七
三
九
・
疾
病
部
・
癲
に
「
『
風
俗
通
』
に
曰
く
「
俗
説

に
「
臥
す
る
に
戸
の
砌
に
枕
す
れ
ば
、
鬼
、
其
の
頭
に
陥
り
、
人
を
し
て
癲

を
病
ま
し
む
」
と
」
と
あ
る
。

○

禁
忌
系
で
あ
る
。

［

］
46【

原
文
】

六
畜
生
多
耳
目
者
不
詳
。
（
存
山
訓
）

【
書
き
下
し
】

六
畜
［
①
］

生
ま
れ
て
耳
目
多
き
者
は
不
詳[

②]

な
り
。

【
注
】

①

馬
・
牛
・
羊
・
豕
・
犬
・
鶏
の
六
種
の
家
畜
。

②

不
祥
に
同
じ
。

【
現
代
語
訳
】

耳
や
目
の
多
い
家
畜
が
生
ま
れ
る
の
は
不
吉
で
あ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
詳
は
善
な
り
。
耳
目
多
け
れ
ば
、
人
以
て
妖
災
と
為
す
な
り
。

人
多
言
な
れ
ば
而
ち
誠
実
少
な
き
に
諭
ふ
。
之
を
不
詳
に
比
す
」
と
あ
る
。

○

予
兆
系
で
あ
る
。
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［

］
47【

原
文
】

病
者
寝
席
、
醫
之
用
針
石
、
巫
之
用
痊
藉
。
（
存
山
訓
）

【
書
き
下
し
】

病
む
者
、
席
に
寝
ぬ
る
に
、
医
の
針
石
を
用
い
、
巫
の
痊
藉
［
①
］

を
用
う
。

【
注
】

①

高
誘
注
に
従
っ
て
、
痊
は
神
に
供
え
る
精
米
、
藉
は
神
事
に
お
け
る
敷
き

物
と
解
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

病
人
が
床
に
寝
て
い
れ
ば
、
医
者
は
針
や
薬
石
に
よ
っ
て
治
療
し
よ
う
と
し
、

巫
は
精
米
や
敷
物
を
用
い
て
（
祈
祷
に
よ
っ
て
）
治
療
し
よ
う
と
す
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
寝
は
臥
な
り
。
席
は
蓐
な
り
。
医
は
師
な
り
。
男
に
在
り
て
は

覡
と
曰
ひ
、
女
に
在
り
て
は
巫
と
曰
ふ
。
石
針
の
抵
る
所
は
、
人
の
雍
痤
に

彈
し
、
其
の
悪
血
を
出
す
。
痊
は
米
な
り
。
神
に
亨
す
る
所
以
な
り
。
藉
は

菅
茅
な
り
。
皆
病
を
療
し
て
福
祚
を
求
む
る
所
以
な
り
。
故
に
救
ふ
こ
と
鈞

し
と
曰
ふ
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
48【

原
文
】

狸
頭
愈
鼠
。
（
存
山
訓
）

【
書
き
下
し
】

貍
頭
は
亜[

①]

を
已
す
。

し
よ

い
や

【
注
】

①

鼠
に
か
じ
ら
れ
て
で
き
た
傷
。

【
現
代
語
訳
】

狸
の
頭
は
鼠
に
か
じ
ら
れ
て
で
き
た
傷
を
い
や
す
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
鼠
の
人
を
齧
み
し
瘡
は
、
貍

之
を
兪
す
」
と
あ
る
。

〇

『
太
平
御
覧
』
九
一
二
に
「
又
（
淮
南
子
）
曰
く
、
貍
頭
は
亜
を
止
む
」
と

あ
り
、
（
許
慎
）
注
に
「
癙
は
寒
熱
病
な
り
」
と
あ
る
。

〇

『
萬
畢
』
（

）
に
「
狸
頭
治
鼠
瘻
。
（
狸
の
頭
は
鼠
瘻
を
治
す
。
）
」
と
あ

67

る
。

○

医
療
系
で
あ
る
。

［

］
49【

原
文
】

江
頭
已
瘻
。
（
存
山
訓
）

【
書
き
下
し
】

蓑
頭
［
①
］

は
瘻[

②]

を
已
す
。

お
に
ば
す

い
や

【
注
】

①

オ
ニ
バ
ス
。

②

頸
に
で
き
た
腫
れ
物
。

【
現
代
語
訳
】

オ
ニ
バ
ス
は
首
に
で
き
た
腫
れ
物
を
治
す
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
瘻
は
頸
の
腫
疾
な
り
。
雞
頭
は
、
水
中
襴
な
り
。
幽
州
は
之
を
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雁
頭
と
謂
ふ
。
亦
之
を
愈
す
」
と
あ
る
。

○

医
療
系
で
あ
る
。

［

］
50【

原
文
】

虻
散
積
血
。
（
存
山
訓
）

【
書
き
下
し
】

虻
は
積
血
［
①
］

を
散
ず
。

あ
ぶ【

注
】

①

溜
ま
っ
た
血
液
。

【
現
代
語
訳
】

ア
ブ
は
溜
ま
っ
た
血
を
（
吸
っ
て
）

散
ら
す
。

【
補
】

○

『
御
覧
』
九
四
三
は
「
蝱
革

血
を
積
む
」
に
作
る
。
ま
た
許
慎
注
「
蝱
は

血
を
食
ふ
」
を
引
く
。

○

『
説
文
解
字
』
（
虫
部
）
に
「
蝱
は
人
を
齧
る
飛
虫
な
り
」
と
あ
る
。

○

医
療
系
で
あ
る
。

［

］
51【

原
文
】

披
木
愈
齲
。
（
存
山
訓
）

【
書
き
下
し
】

鵠
木[

①]

は
齲
を
愈
す
。

た
く
ぼ
く

む
し
ば

【
注
】

①

削
っ
た
木
。
『
抱
朴
子
』
対
俗
は
「
啄
木
（
キ
ツ
ツ
キ
）
」
に
作
る
。

【
現
代
語
訳
】

削
っ
た
木
は
虫
歯
を
治
す
。

【
補
】

○

医
療
系
で
あ
る
。

［

］
52【

原
文
】

膏
之
殺
鼈
。
（
存
山
訓
）

【
書
き
下
し
】

膏[

①]

は

鼈

を
殺
す[

②]

。

あ
ぶ
ら

す
つ
ぽ
ん

【
注
】

①

『
萬
畢
』
で
は
「
苓
の
皮
」
と
「

螾

の
脂
」
と
す
る
。

み
み
ず

②

「
殺
」
は
「
致
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

（
苓
の
皮
と
ミ
ミ
ズ
の
）
脂
は
、（
魚
や
）
ス
ッ
ポ
ン
を
殺
す
（
お
び
き
よ
せ
る
）
。

【
補
】

○

『
萬
畢
』
（

）
に
「
苓
皮
裃
脂
、
魚
鼈
自
聚
。
（
苓
皮
・
裃
脂
は
、
魚
鼈
自お

の

57

ず
か
ら
聚
ま
る
。
）
」
と
あ
る
。

○

生
活
の
知
恵
系
で
あ
る
。

［

］
53【

原
文
】

鵲
矢
中
蝟
。
（
存
山
訓
）
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【
書
き
下
し
】

鵲
の
矢
は

蝟

を
中
す[

①]

。

ふ
ん

は
り
ね
ず
み

こ
ろ

【
注
】

①

高
誘
注
に
従
っ
て
「
殺
」
の
意
に
解
し
た
。

【
現
代
語
訳
】

カ
サ
サ
ギ
の
糞
は
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
を
殺
す
。

【
補
】

○

『
萬
畢
』
（

）
に
「
鵲
矢
中
蝟
。
（
鵲
の
矢
は
蝟
を
中
す
。
）
」
と
あ
る
。

69

○

高
誘
注
に
「
中
も
亦
殺
な
り
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
。
あ
る
い
は
皮
・
肉
・
脂
が
使
用
さ
れ
て
い
た
（
『
本
草
綱
目
』
に

よ
る
）
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
猟
の
た
め
の
生
活
の
知
恵
系
か
。

［

］
54【

原
文
】

爛
灰
生
蠅
。
（
存
山
訓
）

【
書
き
下
し
】

爛
灰[

①]

は
蝿
を
生
ず
。

ら
ん
か
い

【
注
】

①

腐
っ
た
灰
。

【
現
代
語
訳
】

腐
っ
た
灰
が
ハ
エ
を
生
ず
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
爛
は
腐
な
り
」
と
あ
る
。

○

生
活
の
知
恵
系
で
あ
る
。

［

］
55【

原
文
】

漆
見
蟹
而
不
乾
。
（
存
山
訓
）

【
書
き
下
し
】

漆
は
蟹
を
見
れ
ば
而
ち
乾
か
ず
。

【
現
代
語
訳
】

漆
は
カ
ニ
が
い
る
と
乾
か
な
い
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
乾
は
燥
な
り
」
と
あ
る
。

○

［

］
と
同
質
。

27

［

］
56【

原
文
】

孕
婦

見
兔
而
子
缺
脣
、
見
麋
而
子
四
目
。
（
存
山
訓
）

【
書
き
下
し
】

孕
婦

兎
を
見
れ
ば
、
子

脣

缺
し
、

麋

を
見
れ
ば
、
子

四
目
な
り
。

く
ち
び
る

お
お
じ
か

【
現
代
語
訳
】

妊
婦
が
ウ
サ
ギ
を
見
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
子
は
ミ
ツ
ク
チ
で
あ
り
、
オ
オ

ジ
カ
を
見
る
と
、
四
ツ
目
で
あ
る
。

【
補
】

○

『
論
衡
』
命
義
篇
に
「
妊
婦

兔
を
食
す
れ
ば
、
子
生
ま
れ
て
脣
を
欠
く
」

と
あ
る
。
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○

禁
忌
系
で
あ
る
。

［

］
57【

原
文
】

月
照
天
下
、
蝕
於
詹
逡
。
（
存
林
訓
）

【
書
き
下
し
】

月
は
天
下
を
照
ら
す
も
、
詹
逡
に
蝕
ま
る
。

む
し
ば

【
現
代
語
訳
】

月
は
世
の
中
を
照
ら
す
が
、
ガ
マ
ガ
エ
ル
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
詹
諸
は
月
中
の
蝦
蟇
な
り
。
月
を
食
ふ
。
故
に
詹
諸
に
食
は
る

と
曰
ふ
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
58【

原
文
】

鼓
造
辟
兵
、
壽
盡
五
月
之
望
。
（
存
林
訓
）

【
書
き
下
し
】

鼓
造[

①]

は
兵
を
辟
く
れ
ば
、
寿

五
月
の
望[

②]

に
尽
く
。
（
説
林
訓
）

【
注
】

①

高
誘
注
で
は
フ
ク
ロ
ウ
と
し
、
一
説
と
し
て
ガ
マ
ガ
エ
ル
を
あ
げ
、
そ
の

ス
ー
プ
が
武
器
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
と
解
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
【
補
】
に
あ
げ
た
『
文
子
』
と
の
関
連
か
ら
ガ
マ

ガ
エ
ル
と
解
し
、
ス
ー
プ
と
し
て
飲
む
の
で
は
な
く
、
兵
器
に
塗
る
も
の
と

解
し
て
お
く
。

②

十
五
日
。

【
現
代
語
訳
】

ガ
マ
ガ
エ
ル
（
或
い
は
ガ
マ
ガ
エ
ル
を
塗
っ
た
）
の
武
器
を
持
っ
て
い
れ
ば
傷
つ

か
な
い
。
だ
か
ら
カ
エ
ル
は
五
月
の
十
五
日
に
は
取
り
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
鼓
造
は
蓋
し
梟
を
謂
ふ
。
一
に
曰
く
蝦
蟇
。
今

世
人

五
月
の

望
に
梟
の
羹
を
作
る
。
亦
蝦
蟇
の
羹
を
作
る
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
物
の
当
に
用

を
為
す
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

○

『
荊
楚
歳
時
記
』
五
月
五
日
（
『
歳
時
広
記
』
巻
二
三
所
収
）
に
「
五
月
五

日
、
俗
に
此
の
日
を
以
て
蟾
蜍
を
取
り
、
辟
兵
を
為
る
」
と
あ
る
。

○

『
文
子
』
上
徳
篇
の
徐
霊
府
注
「
案
ず
る
に
『
萬
畢
術
』
に
「
蟾
蜍
、
五
月

中
に
之
を
殺
し
、
五
兵
に
塗
れ
ば
、
軍
陳
に
入
る
も
傷
つ
か
ず
」
と
」
と
関

連
づ
け
て
「
が
ま
を
五
月
中
に
殺
し
兵
器
に
塗
る
と
、
軍
隊
に
入
っ
て
も
傷

つ
く
こ
と
が
な
い
」
と
解
釈
す
る
の
を
採
用
し
た
。

○

呪
術
系
で
あ
る
。

［

］
59【

原
文
】

華
不
時
者
、
不
可
食
也
。
（
存
林
訓
）

【
書
き
下
し
】

華
の
時
な
ら
ざ
る
者
は
、
食
ふ
べ
か
ら
ず
。

【
現
代
語
訳
】

時
期
は
ず
れ
に
咲
い
た
花
は
食
べ
て
は
な
ら
な
い
。
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【
補
】

○

高
誘
注
に
「
花
は
実
あ
り
。
今
の
八
九
月
に
晩
瓜
を
食
へ
ば
、
人
を
し
て
瘧

を
病
ま
し
む
る
が
ご
と
し
。
此
の
類
な
り
。
故
に
食
ふ
べ
か
ら
ず
。
喩
ふ
る

に
人
の
多
言
な
る
は
、
時
に
適
せ
ず
。
聴
き
用
い
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と

あ
る
。

○

禁
忌
系
で
あ
る
。

［

］
60【

原
文
】

戰
兵
死
之
鬼

憎
神
巫
。
（
存
林
訓
）

【
書
き
下
し
】

兵
死[

①]

の
鬼
は
、
神
巫[

②]

を
憎
む
。

【
注
】

①

王
念
孫
の
説
に
従
っ
て
「
戦
」
字
を
衍
字
と
し
た
。

②

す
ぐ
れ
た
能
力
を
持
つ
巫
女
。

【
現
代
語
訳
】

戦
死
し
た
兵
士
の
鬼
は
す
ぐ
れ
た
能
力
を
持
つ
巫
女
を
い
や
が
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
兵
死
の
鬼
は
善
く
病
を
人
に
行
ふ
。
巫
能
く
祝
し
て
之
を
劾
殺

す
。
憎
は
畏
な
り
」
と
あ
る
。

○

呪
術
系
で
あ
る
。

［

］
61【

原
文
】

蔭
不
呑
之
木
、
爲
雷
電
所
撲
。
（
存
林
訓
）

【
書
き
下
し
】

不
祥
の
木
に
蔭
す
れ
ば
、
雷
電
の
撲
つ
所
と
為
る
。

【
現
代
語
訳
】

不
祥
と
さ
れ
る
木
の
陰
に
い
る
と
、
雷
に
う
た
れ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
蔭
は
木
景
な
り
。
撲
は
撃
な
り
」
と
あ
る
。

○

禁
忌
系
で
あ
る
。
何
を
以
て
「
不
祥
の
木
」
と
す
る
の
か
は
不
明
。

［

］
62【

原
文
】

水
逹
爲
葭
。
（
存
林
訓
）

【
書
き
下
し
】

水
逹
［
①
］
、
襌
［
②
］

と
為
る
。

【
注
】

①

ヤ
ゴ
。

②

ト
ン
ボ
。

【
現
代
語
訳
】

ヤ
ゴ
が
ト
ン
ボ
に
な
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
水
逹

化
し
て
襌
と
為
る
。
襌
は
青
蜓
な
り
」
と
あ
る
。

○

変
化
系
で
あ
る
。

［

］
63
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【
原
文
】

孑
孑
爲
裙
。
（
存
林
訓
）

【
書
き
下
し
】

孑
孑
［
①
］
、
惴
［
②
］

と
為
る
。

【
注
】

①

ボ
ウ
フ
ラ
。

②

カ
。

【
現
代
語
訳
】

ボ
ウ
フ
ラ
が
カ
に
な
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
孑
孑
は
結
逹
な
り
。
水
中
に
悗
蟲
に
到
る
。
読
む
み
て
廉
絜
」

と
あ
る
。

○

変
化
系
で
あ
る
。

［

］
64【

原
文
】

兎
齧
爲
蚩
。
（
存
林
訓
）

【
書
き
下
し
】

兎
齧
［
①
］
、
蚩
［
②
］

と
為
る
。

【
注
】

①

ウ
サ
ギ
が
か
じ
っ
た
草
。

②

ア
ブ
。

【
現
代
語
訳
】

ウ
サ
ギ
が
か
じ
っ
た
草
が
ア
ブ
に
な
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
兔
の
噛
み
し
所
の
草
は
、
霊

其
の
心
中
に
在
り
て
、
化
し
て

蚩
と
為
る
。
蚩
は
能
と
読
む
。
而
し
て
心
の
悪
な
り
。
一
説
に
兔
噛
は
虫
の

名
な
り
」
と
あ
る
。

○

変
化
系
で
あ
る
。

［

］
65【

原
文
】

蝮
蛇
螫
人
傅
以
和
菫
則
愈
。
（
存
林
訓
）

【
書
き
下
し
】

蝮
蛇
［
①
］

の
人
を
蟷
す
に
、
傅
す
る
に
和
菫
［
②
］

を
以
て
す
れ
ば
則
ち
愈

さ

ゆ
。【

注
】

①

マ
ム
シ
。

②

こ
こ
で
は
ト
リ
カ
ブ
ト
と
解
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

マ
ム
シ
が
人
を
刺
し
た
時
は
、
ト
リ
カ
ブ
ト
を
つ
け
れ
ば
治
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
和
菫
は
野
葛
な
り
。
毒
薬
な
り
」
と
あ
る
。

○

医
療
系
で
あ
る
。

［

］
66【

原
文
】

侮
人
之
鬼
者
、
過
社
而
搖
其
枝
。
（
存
林
訓
）

『淮南萬畢術』拾遺（七）（有馬）



44

【
書
き
下
し
】

人
の
鬼
を
侮
る
者
は
、
社
［
①
］

を
過
ぎ
て
其
の
枝
を
揺
ら
す
。

【
注
】

①

土
地
神
を
祀
る
祠
。

【
現
代
語
訳
】

他
人
の
鬼
（
霊
魂
）
を
侮
る
者
は
、（
土
地
神
を
祀
る
）
社
の
（
境
内
の
）
木
の

枝
を
揺
ら
す
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
侮
は
猶
ほ
病
む
の
ご
と
き
な
り
」
と
あ
る
。

○

禁
忌
系
で
あ
る
。

［
補
］

【
原
文
】

日
中
有
踆
烏
［
①
］
、
而
月
中
有
蟾
蜍
。
（
精
神
訓
）

【
書
き
下
し
】

日
中
に
踆
烏
あ
り
、
而
し
て
月
中
に
蟾
蜍
あ
り
。

【
注
】

①

高
誘
注
に
三
足
の
カ
ラ
ス
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

太
陽
に
は
三
足
の
カ
ラ
ス
が
お
り
、
月
に
は
ガ
マ
ガ
エ
ル
が
い
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
踆
は
猶
ほ
蹲
の
ご
と
き
な
り
。
三
足
の
烏
を
謂
ふ
。
踆
は
読
み

て
駿
巍
の
踆
」「
蟾
蜍
は
蝦
耜
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
で
あ
る
。
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